
ï棚受Dを左右、柱内側の任意の位置に掛けます。�

ñ棚受Dに棚板Aを載せ、棚板ファスナーJを棚板中央の穴に差し込み下図の様に棚板を連結させます。�

棚受・棚板の取付け�3

棚板ファスナー取付図�

各シールを下図の位置に貼付けます。�

注意�
�

○�
�

×�
�

棚受の全てのツメが柱の

孔に完全に入っているこ

とを確認して下さい。�

注意 ： 誤った使用をされた場合、棚板・棚受けが変形し、格納物が落下し、けがをする恐れがあります。�

棚板①� 棚板ファスナー⑩�

積載質量シール�

足掛け厳禁シール�

トラスコブランドシール�

下段開放注意シール�

棚受④�

このたびは、本製品をお買い上げいただき、誠に有り難うございます。�

本書には本製品を安全に正しく組立て、ご使用いただくための重要なことがらが記載されてい

ます。製品を使用される前に本書を必ずお読み下さい。また、本書はお読みになった後も製品

の使用中にいつでも参照できるように、大切に保管して下さい。尚、ご不明の点がございまし

たら、最寄の弊社営業所、または弊社販売店にご相談下さい。�

使用上の注意�
●警告表示マークについて�

本書では、製品を安全かつ正しくお使いいただき、使用される方や他の人々に加えられる恐れのある危害や損失を未然に

防止するために、次のような表示をしています。�

警告� 取扱いを誤ると、死亡または重傷を負う可能性があります。�

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容を�
示しています。�

注意� 取扱いを誤ると、軽傷を負うか物的損害が発生する可能性があります。�

■絵表示の意味�
この絵表示は、必ず実行していただく「強制」�
内容を示しています。�

警告�
棚一段当りの積載限度は（最大積載質量）は等分布質量です。棚に集中して質量をかけたり、積載限度より
重いものを載せると棚板に大きなたわみが生じ、荷物が落下する恐れがあります。また、ラックが変形し、
倒れる危険性があります。�
※等分布質量とは、棚一段に均等に質量をかけることを意味します。�

棚に足を掛けたり、棚によじ登ったりしないで下さい。墜落する恐れがあります。�

分解・移設は専門業者にお任せ下さい。棚の転倒などの事故になることがあります。�

安全保安部品（安全ピン、ボルト等）をはずして使用しないで下さい。重大な事故を招く可能性があります。�

解体をするときは組立手順を逆に行って下さい。�
部品が外れたり、棚の転倒等の事故になる恐れがあります。�

廃棄する時は専門業者にお任せ下さい。�

注意�
棚や柱に強い衝撃を与えないで下さい。�

乱暴な荷物の積み降ろしはしないで下さい。�

製品の孔や隙間に指を入れないで下さい。�

用途以外に使用しないで下さい。�

ボルトやナットがゆるんだまま使用しないで下さい。�

異常を発見したまま使用しないで下さい。�

傾斜している場所には置かないで下さい。�

危険物（薬品・壊れ物等）の収納には充分注意して
ください。�

棚に強い衝撃を与えたり、尖った形状の物を収納
した場合、キズがついたり、塗装がはがれたりす
る場合がありますのでご注意ください。�

キズのつき易い研磨材入りのスポンジ、金属たわ
しなどは使用しないでください。�

安全のためアンカー固定をお勧めします。�

お手入れの際に市販の洗剤やクリーナーなど
を使用する場合は、目立たない部分で変色な
どがないことを必ず確認してから利用して下
さい。�

段替時に棚受の全てのツメが柱の孔に完全に
入っていることを確認して下さい。�

最上段の棚板に荷物を載せないで下さい。�

この商品を第三者に譲渡、貸し出しを行う際
は、本書を添えてお渡し下さい。�

棚板の段替えの際は、荷物を載せたまま行わ
ないで下さい。�

片側のビームは必ず下方に取付けてください。
両側を上げると棚が転倒する恐れがあります。�

積載限度を正しく守りご使用下さい�

Sタイプ（474mm）�

Lタイプ（624mm）�

棚板１段当りの最大積載質量（等分布質量）�

800kg�

800kg

棚奥行き� １台当り�

棚板３枚割り�

棚板３枚割り�

200kg

NIK202112�
K-16A

・製品は改良などにより、予告なく仕様を変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。�

 
奥行き

 
棚枚数

�
  �
�

 S（450mm）�
  150mm×3枚�

�

 L（600mm）�
  200mm×3枚�

TUG200kgタイプ下段開放型�

取扱／組立�
説　明　書�

スチール製軽中量ボルトレス棚�
●TUG型200kgタイプ下段開放型�
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組立方法�各部名称�

部品明細表�

№� 部 品 名 � 部品形状または仕様�

数量／セット�

基本1連�増結1連�

1 棚段数�棚 板 �

2 4 2柱�
（ 支 柱 ）�

3 4 2

最上段を除く�
棚段数×2

最上段を除く�
棚段数×2

2

刻印㊤あり�

2

ベ ー ス �

4 棚 受 �
（ 中 棚 受 ）� 10 棚板ファスナー�

5 側　　桿（上）�
（ 天 棚 受 ）�

№� 部 品 名 � 部品形状または仕様�

数量／セット�

基本1連�増結1連�

6 22

22

22

1212

側 当 た り�

7 前 後 桿（上）�
（ビーム上）�

8 前 後 桿（下）�
（ビーム下）�

9 セーフティーピン�

●8前後桿（下）�

●1棚板�

●7前後桿（上）�
●5側桿（上）�

●4棚受�

●6側当たり�

●3ベース�

●2柱�

刻印㊤あり�

刻印㊦あり�

奥行きS（450㎜）�

棚段数×2

奥行きL（600㎜）�

棚段数×2

ïベースCを取付けた柱B２本を、開口部が向かい合わせになるように床に並べます。（下に当木を敷くと作業がしやすくなります）

柱の上下方向と、ベースの取付け方向は『取合い図』を参照してください。�

ñ次に、柱側面の　　孔に側桿（上）および、側当たりをセットします。ベース側には側当たり、上部側には側桿（上）を選び、それぞれ

木ハンマー等で叩いてしっかりとツメをかみ合わせます。�

ó基本１連で柱枠２組使用しますのでもう１組用意しておきます。�

柱枠の組立て�1

○上�

側桿（上）⑤ 

刻印　あり�

下部�

上部�

側当たり⑥�

柱、ベース、側当たり�
セーフティーピン�
取合い図�

ベース③�

ベース③ 

側当たり⑥�

側桿(上)⑤�

柱② 

柱② 

セーフティーピン⑧�

側当たり⑥�

ï　で組立てた柱枠を側桿および側当たりが向かい合わせになるように立て、前後桿GHを図のように下側からはめ込んでいきま

す。�

　ベース側には○下の刻印があるもの（前後桿下H）、上部側には○上の刻印のあるもの（前後桿上G）を選び、それぞれ木ハンマー等で叩

いてしっかりとツメをかみ合わせ、セーフティーピンIを差し込みます（8ヶ所）。�

前後桿（下）H 

セーフティーピンI 

前後桿（上）G 

前後桿（上）G 

前後桿（下）H 

前後桿（下）H 

前後桿の取付け�2

前後桿（下）断面図�

刻印㊦あり�

前後桿（上）断面図�

刻印㊤あり�
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